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大学院博士後期課
程担当科目

・考古学特殊研究

通信教育部担当科
目

・考古学概論

文化審議会文化財分科会専門委員、文化庁水中遺跡調査保存検討委員、日本学術会議
連携会員、日本遺跡学会運営委員、人間文化研究機構国立歴史民俗博物館運営会議委
員、平泉の文化遺産世界遺産拡張登録検討委員、後三年合戦等関連遺跡整備指導委員
会、上野国新田郡庁跡調査・整備専門委員、佐渡金銀山世界文化遺産学術委員、岐阜
城跡整備委員、三重県文化財保護審議会委員、滋賀県文化財保護審議会委員、佐和山
城跡総合調査検討委員　浄瑠璃寺庭園保存修理委員、大阪市環境影響評価専門委員、
大阪府環境影響評価専門委員　公益財団法人大阪府文化財センター理事、高槻市史跡
整備検討委員、兵庫県古代官道調査委員会、多銀銅山遺跡調査委員、竹田城跡跡保存
管理計画検討委員、奈良県環境審議会専門委員、桜井市纏向遺跡保存活用計画書策定
委員、島根県古代文化センター企画運営委員　史跡田儀櫻井家たたら製鉄遺跡整備検
討委員、備後国府跡調査研究指導委員、讃岐国府調査保存活用検討委員　など

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

奈良大学博物館長、就職委員　

　【研究上の特記事項】

国立歴史民俗博物館歴博共同研究「北と南からみた古代の列島社会」（代表：三上喜
孝教授）の共同研究者
日本における文化財保護と大学教育の関係性と両者の連携についての現状分析と今後
のあり方について研究を進める。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

文化財・考古学の理解のためには、現地・現物に直接触れ、遺跡・文化財が行政的に
どのように扱われているのか、考古学などの研究がどのように行われているのかを実
際に見聞することが重要である。そのため、各科目においては、学外授業を行ってい
る。28年度は、平城宮跡、桜井市纏向遺跡群、京都市平安京跡、大阪市近代建築など
を見学・巡検した。
社会的活動として参加している各地の委員会における動向について、すみやかに授業
に反映させて、現代の社会における文化財をめぐる諸問題について理解を深めること
を行っている。

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本考古学協会、考古学研究会、日本遺跡学会、木簡学会、条里制・古代都市研究
会、新潟県考古学会、文化財科学会ほか

古代の集落・官衙、文化財保護の実践的研究

関西学院大学大学院文学研究科博士前期課程修了

学術博士（新潟大学）

日本考古学、文化財学

最終学歴

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程
含）

・考古学演習
・考古学特殊講義授業科目

学部担当科目

・考古学概論
・考古学研究法
・考古学特殊講義
・考古学演習
・世界遺産文化財学演習



単著

単著

単著

単著

共著

2016年8月26日

2016年4月22日

2016年6月

2016年11月28日

2016 年度 文化財・
博物館関係団体交流
会 in 大阪

全国遺跡報告総覧シ
ンポジウム

2016年8月7日

2017年1月13日 全 北 大 学 Tradition
as Cultural
Resources and
Local Development
Ⅲ

2016年11月25日

はびきの市民大学講
演会

いきいき堺市民大学

奈良教育大学教員明
許更新講習

企画展記念講演会

奈良歴史地理の会

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

第14回全国城跡等石
垣整備調査研究会

文化財としての近世城郭とその石垣
の特質について報告

④Who will succeed us? –
exploring the issue of
Japans next generation of
archeologist

世界遺産と日本の文化財保護制度と
の関係とそれぞれの現状と課題につ
いて解説

日本における文化財保護とその活
用・地域振興の動向・特徴について
報告

日本における近世以降の遺跡の取扱
い実態と課題について報告

考古学からみた東国における律令国
家の成立について解説

大学の考古学教育の現状を確認した
うえで、発掘報告書のデジタル化に
よる活用について報告

世界遺産と日本の文化財保護制度と
の関係とそれぞれの現状と課題につ
いて解説

堺市に所在する百舌鳥古墳群と堺環
濠都市の意義を解説

③大学教育と文化財保護－
発掘調査報告書をめぐって
－

2016/8月30日

The Eighth World
Archaeological
Congress Book of
Abstracts pp135

日本における考古学教育と文化財保
護の関係について報告

2016年8月19日、10月30日

①日本における文化遺産の
活用と地域振興

⑤律令国家の成立と東国の
地域社会

①世界遺産の現在

③「世界遺産と日本の文化
財保護制度」

日本における埋蔵文化財保護のあゆ
みと磐田市の位置づけについて解説

（その他）

②堺の歴史文化遺産を学び
伝える―百舌鳥古墳群・環
濠年から現代へー

④日本と磐田の遺跡発掘100
年

（学会発表）

②近世以降の遺跡取扱いと
都市での発掘調査

①文化財としての城・石垣
の意義と保存・活用

2017年1月


